
各地方大会

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

る
。


コ
ー
チ
の
お
い

金
城
３
の
０｢

次｣

大
阪
電
通
大
高

元
横
浜
の

金
城
龍
彦
氏
（

＝
巨
人
守
備

走
塁
コ
ー
チ
）
の
お
い
、
金
城

太
翔
（
た
い
と
）
内
野
手
（
３

年
）
は
ホ
ロ
苦
の
３
回
戦
突
破

と
な
っ
た
。
２
番
三
塁
で
出
場

し
た
が
３
打
席
無
安
打
。
初
戦

に
続
き
Ｈ
ラ
ン
プ
を
と
も
せ
な

か
っ
た
。
５
―
０
で
勝
利
し
た

が｢

み
ん
な
が
や
っ
て
く
れ
た


次
に
切
り
替
え
て
い
く
」
と
、

仲
間
に
感
謝
し
て
リ
ベ
ン
ジ
を

誓
っ
た
。
中
学
時
代
の
始
め
は

右
打
ち
だ
っ
た
が
両
打
ち
だ
っ

た
お
じ
の
影
響
で
、
左
打
ち
に

変
え
た
。｢

生
ま
れ
た
時
か
ら


プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、

憧
れ
の
存
在
」
。
追
い
つ
け
追

い
越
せ
で
、
お
じ
が
近
大
付
で

踏
ん
だ
聖
地
を
目
指
す
。

大
縄
跳
び

回
連
続

絆
の
３
回
戦
進
出

み
ど
り
清
朋
（
大
阪
）

久

米
田
に

―
０
の
５
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
で
３
回
戦
進
出
を
決
め

た
。
チ
ー
ム
独
自
の
練
習
メ
ニ

ュ
ー
は
大
縄
跳
び
。
約
８
年
前

か
ら
、
下
半
身
強
化
と
結
束
力

向
上
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
毎
日
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
含

め
た
部
員
全
員
で
、

回
連
続

で
ク
リ
ア
す
る
ま
で
何
度
も
挑

戦
す
る
。
主
将
の
今
川
乃
（
だ

い
）
内
野
手
（
３
年
）
は
「
２

日
前
の
練
習
の
と
き
も
大
縄
を

や
っ
て
、

回
一
発
で
ク
リ
ア

と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
成
功
で
き
て
全
員
の
絆
だ
っ

た
り
、
初
回
の
入
り
だ
っ
た
り

に
（
つ
な
が
っ
た
）
」
と
効
果

を
実
感
。
ベ
ス
ト

を
目
標
に

チ
ー
ム
全
員
で
熱
い
夏
に
す

元
プ
ロ
土
井
監
督
４
年
目
の
夏

４
失
策
で
も
完
封

東
大
阪
大
柏
原

元
オ
リ
ッ

ク
ス
、
巨
人
の
土
井
健
大
監
督

（
)

が
率
い
て
４
年
目
の
夏


エ
ー
ス
の
公
式
戦
初
完
封
で
初

戦
を
突
破
し
た
。
今
春
の
府
大

会
か
ら
背
番
号
１
を
つ
け
る
大

和
裕
輝
投
手
（
３
年
）
が
、
味

方
の
４
失
策
に
も
踏
ん
張
り
、

阪
南
大
高
を
３
安
打
完
封
。


年
秋
の
府
大
会
で
０
―
７
で
敗

れ
た
相
手
で
「
や
り
に
く
さ
は

あ
り
ま
し
た
や
ら
な
あ
か
ん


と
ず
っ
と
思
っ
て
投
げ
て
い
ま

し
た
」
と
気
合
の
勝
利
だ
。
土

井
監
督
は
「
初
戦
と
は
い
え
、

ま
さ
か
４
エ
ラ
ー
と
は
…
。
大

和
が
本
当
に
よ
く
投
げ
ま
し

た
」
と
エ
ー
ス
を
た
た
え
た
。


年
夏
の
出
場
校

春
日
丘
が
出
場
辞
退

｢
感
染
者
が
多
数｣


年
夏
の
甲
子
園
出
場
校
の

春
日
丘
が

日
、
大
阪
大
会
３

回
戦
の
出
場
を
辞
退
し
た
。
大

阪
府
高
野
連
は
「
部
員
に
感
染

者
が
多
数
出
た
た
め
、
学
校
長

判
断
に
よ
り
出
場
辞
退
の
申
し

入
れ
が
あ
り
受
理
し
た
」
と
説

明
。

日
に
対
戦
予
定
だ
っ
た

高
槻
北
が
不
戦
勝
と
な
る
。

阪
神
大
学
リ
ー
グ

大
阪
電
通
大
が
初

１
部
昇
格
報
告
会

阪
神
大
学
リ
ー
グ
で
１
部
昇

格
を
果
た
し
た
大
阪
電
通
大
が


日
、
大
阪
・
四
條
畷
市
内
の

同
大
学
で
報
告
会
を
行
っ
た
。

１
部
昇
格
は
創
部

年
で
初
め

て
。
中
角
太
陽
主
将
（
４
年
＝

比
叡
山
）
は
「
目
標
は
選
手
権

大
会
出
場
。
チ
ー
ム
全
体
で
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
い
い
チ
ー

ム
、
伝
統
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
。
そ
し
て
も

っ
と
応
援
し
て
も
ら
え
る
チ
ー

ム
を
作
り
た
い
」
と
決
意
を
語

っ
た
。
ま
た
、
昨
年

月
ま
で

投
手
コ
ー
チ
を
務
め
た
現
阪
神

の
江
草
仁
貴
２
軍
投
手
コ
ー
チ

（

）
か
ら
は
、
「
強
い
気
持

ち
を
持
て
ば
、
１
部
で
も
い
い

結
果
が
出
る
」
と
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。


年
ぶ
り
の
聖
地
を
夢
見
て
、
第
１

回
大
会
か
ら
出
場
す
る
大
阪
唯
一
の
皆

勤
校
。
創
部
以
来
変
わ
ら
な
い
帽
子
の

３
本
線
は
、
大
阪
市
内
で
３
番
目
に
で

き
た
旧
制
中
学
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
５
回
２
失
点
の
三
田
崇
広
投
手

（
３
年
）
は
「
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

は
３
本
線
（
の
帽
子
）
を
か
ぶ
る
た
び

に
感
じ
ま
す
」
と
重
み
を
明
か
す
。
チ

ー
ム
の
テ
ー
マ
は
「
全
力
疾
走
、
全
力

発
声
」
。
市
原
主
将
は
「
全
力
で
や
る

の
が
伝
統
。
後
輩
た
ち
に
も
つ
な
い
で

い
き
た
い
」
と
市
岡
魂
で
進
撃
を
誓
っ

た
。

【
波
部
俊
之
介
】


年
ぶ
り
へ

春

回
、
夏

回
の
甲
子
園
出
場
を

誇
る
市
岡
が
、

―
４
で
三
島
を
圧
倒

し
、
４
回
戦
進
出
を
決
め
た
。
２
回
に

主
将
の
市
原
絢
斗
遊
撃
手
（
３
年
）
が

先
制
の
右
前
適
時
打
を
放
つ
な
ど
一
挙

５
得
点
。
そ
の
後
も
流
れ
を
離
さ
ず
、

８
回
は
奥
平
佳
汰
二
塁
手
（
３
年
）
が

サ
ヨ
ナ
ラ
コ
ー
ル
ド
を
決
め
る
適
時
打

で
勝
ち
切
っ
た
。
同
校
Ｏ
Ｂ
の
野
口
諭

史
監
督
（

）
は
「
点
を
取
ら
れ
た
後

も
取
り
返
せ
た
の
が
大
き
か
っ
た
」
と

ナ
イ
ン
の
粘
り
を
た
た
え
た
。

て
い
る
古
豪
の
名
門
校
。
１
９
６
３
年

（
昭

）
夏
に
は
全
国
制
覇
も
達
成
し

た
。
伝
統
の
重
み
に
つ
い
て
、
吉
村
卓

也
監
督
（

）
は
「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
袖

を
通
し
た
ら
分
か
る
。
自
然
と
、
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

る
は
ず
」
と
ナ
イ
ン
に
浸
透
し
て
い
る

明
星
イ
ズ
ム
を
感
じ
て
い
る
。


年
ぶ
り
の
出
場
を
夢
見
る
甲
子
園

へ
、
ま
ず
は
春
を
超
え
る
ベ
ス
ト
８
の

階
段
を
上
り
た
い
。
石
川
主
将
は
「
次

も
初
戦
だ
と
思
っ
て
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

替
え
、
全
員
で
１
つ
の
勝
ち
に
向
け
て

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

【
竹
本
穂
乃
加
】


年
ぶ
り
へ

今
春
大
阪

強
の
明
星
が
、
大
正
白

稜
を
５
回
コ
ー
ル
ド
の

―
０
で
圧
倒

し
た
。
初
回
に
薩
川
直
希
外
野
手
（
３

年
）
の
タ
イ
ム
リ
ー
三
塁
打
で
２
点
を

先
制
。
相
手
暴
投
や
エ
ラ
ー
な
ど
の
ミ

ス
に
つ
け
込
み
、
２
回
に
３
点
、
３
回

も
５
点
を
加
え
た
。
そ
れ
で
も
、
主
将

の
石
川
潤
平
外
野
手
（
３
年
）
は
「
初

戦
の
硬
さ
が
出
て
し
ま
っ
た
。
序
盤
は

走
塁
ミ
ス
も
あ
っ
た
し
、
バ
ッ
ト
も
振

れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
慢
心
は
な
か
っ

た
。春

４
回
、
夏
８
回
甲
子
園
に
出
場
し

に
書
き
込
ん
で
も
ら
っ
た
「
己
を

信
じ
て

ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
平
常

心
」
の
言
葉
を
見
つ
め
、
集
中
力

を
切
ら
さ
な
か
っ
た
。
昨
秋
の
右

肩
脱
臼
も
克
服
し
こ
の
日
の
最
速

は
１
４
３
㌔
。
１
３
４
球
の
熱
投

は
サ
ヨ
ナ
ラ
で
報
わ
れ
た
。


回
裏
１
死
二
塁
。
背
番
号


の
西
畑
颯
真
捕
手
（
１
年
）
が
打

席
に
立
っ
た
。
公
式
戦
初
マ
ス
ク

で
練
習
試
合
の
出
場
も
１
試
合
。

正
捕
手
が
体
調
を
崩
し
、
こ
の
日

朝
に
先
発
が
決
ま
っ
た
試
合
中


緊
張
感
で
顔
が
こ
わ
ば
る
た
び
、

松
本
が
肩
を
た
た
い
て
く
れ
た
。

「
大
丈
夫
や
と
声
を
か
け
て
下
さ

っ
て
。
力
に
な
り
ま
し
た
」
。
三

遊
間
を
破
る
２
本
目
の
安
打
。
次

打
者
の
死
球
で
１
死
満
塁
と
し
、

興
国
投
手
の
本
塁
悪
送
球
で
西
畑

が
サ
ヨ
ナ
ラ
生
還
し
た
。


、

年
に
セ
ン
バ
ツ
出
場
し

た
府
立
の
進
学
校
。
Ｏ
Ｂ
で
前
回

出
場
時
は
神
戸
大
４
年
だ
っ
た
辻

英
生
監
督
（

）
は
、
後
輩
の
応

援
に
甲
子
園
に
駆
け
つ
け
た
｢

た

だ
た
だ
誇
ら
し
か
っ
た
。
歴
代
部

員
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
甲
子
園

に
つ
な
が
っ
た
」
と
述
懐
す
る
。

近
年
は
部
員
不
足
に
悩
む
。
髪
型

を
自
由
に
し
、
新
入
生
に
ア
ピ
ー

ル
。

人
が
入
部
し
３
年

人


２
年
６
人
の
計

人
で
、

年
ぶ

り
の
聖
地
を
夢
見
て
今
夏
に
臨

む
。
こ
の
１
勝
も
、
伝
統
を
つ
な

ぐ
。

【
堀
ま
ど
か
】


年
ぶ
り
へ

延
長


回
を
投
げ

切
っ
た
三
国
丘
の
エ
ー
ス
松
本
優

真
（
３
年
）
は
、
泣
い
て
い
た
。

６
回
か
ら
右
足
が
つ
り
始
め
た
が

７
回
、
味
方
の
左
翼
線
を
破
る
安

打
で
二
塁
か
ら
ホ
ー
ム
に
突
入
。

好
返
球
で
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
が
、

痛
む
足
と
自
分
を
励
ま
し
、
マ
ウ

ン
ド
に
立
ち
続
け
た
。

９
回
裏
、
ス
ク
イ
ズ
失
敗
で
勝

利
を
逃
し
た
。
延
長

回
表
、
三

塁
ベ
ー
ス
に
当
た
る
不
運
な
適
時

打
で
先
制
さ
れ
た
そ
れ
で
も｢

必

ず
取
り
返
し
て
く
れ
る
」
と
信
じ

た
。
尊
敬
す
る
先
輩
に
帽
子
の
裏

サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
で
興

国
を
下
し
喜
ぶ

三
国
丘
ナ
イ
ン

(

撮
影･

堀
ま

ど
か)

１部昇格報告会に参加した大
阪電通大硬式野球部関係者

伝統の３本線
帽子の３本線が特徴的
な市岡のユニフォーム
（撮影・波部俊之介）

変わらぬｍマーク
大正白稜戦に勝利し、
駆け寄る明星ナイン
（撮影・竹本穂乃加）

大
阪
大
会
の
伝
統
校
対
決
で
、
三
国
丘

が
延
長

回
に
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、

昨
夏
の
大
阪
準
優
勝
校
の
興
国
を
下
し
て

４
回
戦
進
出
を
決
め
た
。
１
点
を
追
う


回
裏
に
、
相
手
投
手
の
本
塁
悪
送
球
で
２

人
が
生
還
。
劇
的
な
幕
切
れ
と
な
っ
た
。

甲
子
園
で
全
国
制
覇
経
験
の
あ
る
明
星
、

同
準
Ｖ
の
市
岡
の
古
豪
も
快
勝
。
京
都
大

会
で
は
京
都
外
大
西
、
龍
谷
大
平
安
な
ど

が
好
カ
ー
ド
を
制
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出
を

決
め
た
。


大

阪

▽
２
回
戦

星

翔

６
２

旭

み
ど
り
清
朋


０

久

米

田

明

星


０

大

正

白

稜

東
大
阪
大
柏
原

１
０

阪

南

大

高

▽
３
回
戦

三

国

丘

２
１

興

国

日

新

９
６

阪

南

市

岡


４

三

島

大
阪
電
通
大
高

５
０

追
手
門
学
院


大

阪

▽
３
回
戦
（
く
ら
寿
司
ス
タ
ジ
ア
ム
堺
）

興

国
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

１

三

国

丘
０
０
０
０
０
０
０
０
０
2

２

(

延
長

回)

【
興
】
有
岡
、
吉
岡
―
和

田
【
三
】
松
本
―
西
畑

昨夏準Ｖ校が失策
興国(大阪) 昨夏の

大阪準優勝校が姿を消
した。９回裏１死満塁
の大ピンチをスクイズ
失敗で切り抜けた直
後。延長回２死二塁
で、代打・大崎新次郎
捕手(３年)の三塁ベー
スに当たる安打で均衡
を破っただがその裏
先頭への与四球から１
死満塁とされ、ゴロを
処理した投手がホーム
に悪送球。逆転サヨナ
ラ負けを喫した。３人
が体調不良で欠場し、
万全のチーム状況では
なかったが、元ロッテ
の喜多隆志監督（）
は「最終的には回の
先頭の四球。打てなか
ったので、焦りもあり
ました」と悔やんだ。

府立進学校サヨナラ歓喜
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